


要約: 1982～1985 年に昭和大学病院周産期センタ-に入院し生存退院した極低出生体重児

のうち、総合健診を受診した年齢 11 歳 4 ヵ月～14 歳 3 ヵ月の 23 名について、身体発育、

二次性徴、手根骨レントゲン、WISC-R、骨密度、発育に関連した内分泌学的検査、および

これらと周産期因子の関連性について検討した。その結果、この時期の体重および身長の

SD スコアの平均はそれぞれ-0.5±1.1、-0.5±1.0 であった。ニ次性徴は男児では約 57%、

女児で 89%と同年齢小児に比べて遅延はなく、骨年齢/実年齢比も平均 0.99 とほぼ実年齢

に一致していた。骨年齢や二次性徴の有無をもとに算定した予測身長の平均 SD スコアは-

0.2で、-1SD未満の割合は26%と予測された。体重のSDスコアは出生時のbody/weight ratio

や在胎週数、出生体重と正の相関を認める傾向にあったが、身長については相関のある因

子を見いだすことができなかった。骨密度は大部分が同年齢の-1SD 以上にあり、出生時

の体格と正の、人工換気や酸素投与期間とは負の相関を認めた。また IQ は人工換気や酸

素投与日数と負の、NICU 入院中の栄養の進み方と正の相関を認めた。


